


巻頭言

　本冊子は、2020年1月20日から5回にわたり、「持
続可能社会における電化の役割」をテーマに、エネ
ルギーイノベーション創発センター（ENIC）の研究
者による様々な論点についての論考を、電気新聞
「テクノロジー＆トレンド」に掲載いただいたものを
一冊にまとめたものです。「電化」の進展は、社会・
経済の持続的発展、および具体的な低・脱炭素化
を考える上で不可欠です。しかし、本冊でも指摘して

いるように、産業電化のための具体的技術が十分で
はなく、また、ロックインの課題があり、2050年の二
酸化炭素排出量削減目標などを考えると、時間的尤
度はありません。にも拘らず、「電化」に対する社会的
認知度が、実効性を伴うという意味であまりに低い
のではないか。このような問題意識が本冊の執筆の
出発点でした。

「電化」について
持続と発展の共通項として



　電気新聞連載の企画・執筆を始めたのは、大量の
ルーフトップPVが卒FITを迎え始めた2019年の秋で
した。東日本大震災以降、再生可能エネルギーが大量
導入され、節電行動が省エネとして定着するなど、電
力需要の状況が大きく変化するなか、適切な「電化」を
進めることが社会的にも重要となっていました。

　その後、2019年12月に中国武漢市で感染が確認
された新型コロナウィルス感染症（COVID-19）によっ
て、1929年に始まった世界恐慌以降で最大となる経
済的ダメージと、一方でデジタル技術を活用したテレ
ワークの普及など、社会と経済が大きく変容して行くこ
とは不可避となりました。Post-COVID-19の日本にお
いては、デジタル化をベースにした社会的・経済的活
動の活性化と生産性向上による経済的ダメージから
の早期回復は国と企業の最重要施策となるでしょう。
このとき、「電化」は大きな役割を果たすことになりま
す。

　今回、考察した５つの論点はどれも、持続可能な社
会を構築する上で普遍的なものであると自負していま
す。一方で、上述したPost-COVID-19の日本や世界の
変容に加えて、需要家のプロシューマ化などによる需
要構造の変化や、レジリエンスへの社会的ニーズの高
まりなど、今回の論点には含めなかった項目について
も考慮が必要となってきます。これが意味するところ
は、これからの「電化」推進は、社会の構造変革と不可
分になり、それ故に「電化」への取組が我が国の在り方
を大きく左右するということです。

　電力・エネルギーの需要端から、エネルギーチェ
ーンとそれに関連する社会的な課題解決に少しでも
貢献する、これがエネルギーイノベーション創発セン
ターのスタンスです。本冊子の論考が、皆様のご参考
になり、また、これに対し、ご批判も含めて多様なご意
見やご感想を頂ければ大変に光栄です。

根本 孝七
エネルギーイノベーション創発センター所長

The role of electrifica on 
in a sustainable society



本冊子は、電気を中心にエネル
ギー関連産業の動向を報道する
専門紙『電気新聞』の連載企画
「テクノロジー＆トレンド」にて
紹介された、ENIC研究員の記事
を加筆・修正したものです。
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電化がもたらす多様な価値
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用語解説

SDGs
持続可能な開発目標。2015 年
9 月に開催された国連サミッ
トにおいて、2030 年までに世
界各国が対応すべき目標とし
て採択された。持続可能な世
界を実現するための 17 の目
標と、それらを達成するため
の 169 のターゲットで構成さ
れている。



表．電化の価値とSDGsの対比

黒本 英智
Eichi Kuromoto



モビリティの電化
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図２．V1GV2G　2日間のEV充電を制御してPV余剰の吸収と夕方の需要対応のDRに活用 
　（左：充電のみの制御、右：蓄電池として利用した充放電でのDR）

池谷 知彦
Tomohiko Ikeya



産業用ヒートポンプ
への期待
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図1.　
産業用ヒートポンプに
よる CO2排出削減効果

用語解説

COP
Coefficient of Performance（成
績係数）。消費した電力に対
して、どれだけの熱エネルギ
ーが得られるかを示す指標。



図 2.　
温度帯別熱需要と産業用
ヒートポンプ適用範囲

用語解説

負圧運転
大気圧以下での運転。圧力と
飽和温度の関係により、圧力
を下げると、蒸留に必要な温
度を低くすることができる。

甲斐田 武延
Takenobu Kaida



需要端技術の
ロックイン問題
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電化による温室効果ガス
削減の長期シナリオ
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出典）電気事業低炭素社会協議会「地球温暖化対策に係る長期ビジョン」（2019.10.2）を基に電中研が作成

用語解説

BECCS
（Bioenergy with Carbon 
Capture and Storage）
回収・貯留（CCS）付きバイ
オマス発電。CCS（CO2回収・
貯留）とバイオマスエネル
ギーを結び付けた技術を指す
造語。バイオマス発電は、燃
料が大気中のCO2を固定した
ものであるため、それを燃焼
して排出されるCO2はゼロと
扱われる（＝カーボンニュー
トラル）。このバイオマス燃
焼時のCO2を回収・貯留すれ
ば、大気中のCO2はマイナス
となる。

永田  豊
Yutaka Nagata






